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このたびは、コンビ チャイルドシートをお買い上げいただき、ありがとうご
ざいます。
お子さまの安全のため、ご使用前に必ず本書を読み、十分ご理解の上、
正しくご使用ください。

チャイルドシートは、交通事故などの場合にお子さまの傷害を軽減することを目的
としており、必ずしも事故からお子さまを無傷で守るものではありません。また、
チャイルドシートを使用するときは、必ず保護者のかたが同乗してください。

●表示について
本書では、安全に正しくご使用いただくため重要な事項を｢危険｣、｢警告｣、｢注意
｣の表示で説明しております。重要事項が守られなかった場合に予想される、危
害・損害の切迫度や大きさにより区分したもので、大変重要な内容です。必ずお
守りください。

表示 表示の内容

危険 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が切迫し
て生じることが想定される内容です。

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想
定される内容です。

注意 誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害が起こる
可能性が想定される内容です。

チャイルドシートをご使用いただく上で知っておいていただきた
いこと、および知っておくと便利な内容です。

品質保証書
コンビ　チャイルドシート

保証規定
１.１度ご使用になった製品は、原則としてお取り替えできません。
2. 保証期間内（お買い上げ日より１年間）に正常な使用状態において、万一故

障した場合には無料で修理いたします。電話にてお問い合わせの上、当社コ
ンシューマープラザにお送りください。

3. 保証期間内でも次のようなものは有料修理になります。
(a)プラスチック部品の自然劣化による変色。
(b)シートカバーなど、縫製部品の傷ややぶれ。
(c)お客様の誤使用、または改造や不当な修理による故障および損傷。
(d)火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障および損傷。
(e)本書に製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あ

るいは字句を書き換えられた場合。
(f)本書のご提示がない場合。
(g)一般家庭以外で、業務用やレンタル等でご使用され故障した場合。
(h)有料修理の場合に要する運賃などの諸経費。

4. 衝突事故など、１度でも強い衝撃を受けた製品の修理はできません。
5. 本書は日本国内においてのみ有効です。海外からの修理サービスは致しか

ねます。
6. 製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなった場合、修理でき

ないこともあります。
● お買い上げ後、製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名をただちにご記入

願います。
● 万一故障が生じました場合は保証書をご提示ください。本書は再発行いたし

ませんので、大切に保管してください。
● 領収書（レシート）を本書と一緒に保管してください。
● この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束

するものです。したがってこの保証書によって法律上の権利を制限するもの
ではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、当社
コンシューマープラザ、またはお買い上げの販売店にお問い合わせください。

● 品質保証書にご記入いただいた個人情報は、故障・修理の確認、修理品の発
送にのみ利用いたします。それ以外の用途には利用いたしません。

本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。お
買い上げの日から下記期間中製品の故障が発生した場合は、本書をご提
示の上、当社コンシューマープラザ、または、お買い上げの販売店にお問
い合わせください。
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〈中古品のご使用について〉
・ 使用履歴が不明な製品、特に事故歴の不明な製品は絶対に使用しないでください。
・ ひび割れや大きな傷、止め金具のゆるみなどがある場合は、絶対に使用しない
でください。衝突事故や製品の落下などにより強い衝撃が加わった可能性があ
ります。

取扱説明書

本製品は、UN R129/03において認可された特定車両ISOFIXチャ
イルドシートです。 
●ISOFIX型チャイルドシートの取り付けを認可された座席に取り付
けることができます。

 ただし、ISOFIX取付金具（バー）を装備した全ての座席に取り付け
られるものではありません。ご使用の際には、必ず車種適合および
車両の取扱説明書を確認してください。

●お子さまの条件：身長105cmまたは、体重19.0kgまで

お子さまの安全のため、ご使用の前に必ずこの取扱説明書を
よくお読みの上、正しくご使用ください。
● 本書はベースカバーの収納ポケットに保管してください。
● 品質保証書に、必要事項をご記入ください。
● お使いのチャイルドシートの取扱説明書も併せてお読み
の上、ご使用ください。

品質保証書付

お子さまの月齢が15ヵ月、かつ身長が76cmを超える
までは、前向きで使用しないでください。

危険

お子さまの負担を考え、長時間連続しての使用を避
け、1時間程度を目安に休憩をとってください。

注意

ご使用の向き お子さまの条件
後向き 身長：40cm～105cmまで

前向き 身長：76cmかつ月齢15カ月以上～
105cmまで

※体重19.0kg を超えるお子さまには使用できません。

ご使用前に、各部品がそろっていることをご確認ください。
●ご使用前に、「品質保証書」に次の項目を記入してください。
　①製品名とロットNo.（サポートレッグ裏側に貼ってあるシールに記載されています）
　②お客様のお名前・ご住所・電話番号
　③販売店名
●レシート（領収書）を本書といっしょに保管してください。

梱包内容

※ 本書に使用しているイラストは、操作方法などをわかりやすく説明す
るため実際の製品とは異なる場合があります。

本書で使われる「ベース」
「サポートレッグ」とは、
下記の部位をいいます。

ベースカバーベース

取扱説明書（本書）お客様登録カード

ISOFIX キャップ

サポートレッグ

ベース

ベースカバー

取扱説明書
収納ポケット

解除ボタン 解除レバー
コネクター

コネクター調節レバー2ndロック コネクター

ISOFIX型チャイルドシートの取り付けを認可
された座席に取り付けることができます。
ただし、ISOFIX 取付金具（バー）を装備した全て
の車両に取り付けられるものではありません。
ご使用の際には、必ず車種適合および車両の取扱
説明書で下記の ISOFIX サイズクラスに適応して
いるか確認してください。
車種適合につきましては下記のサイトにてご確認く
ださい。
www.combi.co.jp/childseat/seat_search/

コンビ 適合 検 索

ISOFIX 取付金具について

ISOFIX取付金具とは、ISOFIXチャイルドシートを取
り付けるために、車両背もたれと車両座席の間に装備
された金具(バー )です。車両により、名称や位置が異
なる場合がありますので、必ず車両の取扱説明書で確
認してください。

チャイルドシートの向き 固定具
後向き R2、R3
前向き F3※

本製品の ISOFIX サイズクラス

ISOFIX
取付金具（バー）※後向きでヘッドガードの位置を高くしたときに、前

座席にあたる場合があります。その場合は、前座
席の位置を調整してくだいさい。

※前向きでリクライニングを1番立てた状態以外で
使用するときは、全ての車両に取り付けられるも
のではありません。

次の条件のいずれか１つでもあてはまる場合は、その座席ではお使いいただけません。

下記以外の座席でも、チャイルドシートをしっかり固定できない場合には使用しないでください。

●進行方向に対して横向き、
または後向きの座席。

●フロントエアバッグ装備の座席。
　 … サイドエアバッグのみの場合には使用できます。

●座面の凹凸が極端で、　
 取り付けたときに不安定に
なる座席。

●サポートレッグの先端部
に座席のスライドレール
や床下収納スペースなど
がある座席。

●床に対して座面が低い座席または高い座席、
床の形状などにより、サポートレッグを正し
く接地できない座席。

● ISOFIX 取付金具（バー）が
装備されていない座席。

危険

●使用条件に適合しないお子さ
まや、取り付けできない座席
などでは、使用しないでくだ
さい。

● 取扱説明書および本体表示の
説明以外の方法で取り付けし
ないでください。

●サポートレッグを収納状態の
まま、取り付けないでくださ
い。必ずサポートレッグを出
して、長さを調節してくださ
い。

● 本製品は車両シートベルトで固定することは
できません。

●フロントエアバッグ装備の座
席では、使用しないでくださ
い。衝突時、エアバッグの作
動により大きな衝撃を受け、
危険です。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定される内容です

ベースの本来の機能を果たすため、走行前には、次の事項を点検してください。

日常の点検

レッグエンドが床につくように、サ
ポートレッグの長さが調節してある
こと

シートの取り付け・取り扱いについては、本体の取説を別途ご確認ください。

コネクターが車両のISOFIX取付金
具にしっかり固定されていること

コネクター調節レバーのインジケー
ターがロック状態（「緑色」の表示が
見える状態）になっていること

コネクター解除ボタンのインジケー
ターがロック状態（「緑色」の表示が
見える状態）になっていること

① 車両ヘッドレストが取りはずせる場合は、
取りはずす。

※ 取りはずした車両ヘッドレストはトラン
クルームやカーゴルームに保管すること。

② 車両背もたれがリクライニングできる場
合は、少し後方に倒す。

危
険

● 取扱説明書および本体表示の説明以
外の方法で取り付けないでください。

● 本製品は車両シートベルトで固定す
ることはできません。

● フロントエアバッグ装備の座席では、
チャイルドシートを使用しないでく
ださい。衝突時、エアバッグの作動に
より大きな衝撃を受け、危険です。

● サポートレッグを収納状態のまま、取
り付けないでください。

2

下記のサイトにて取扱説明動画を提供
しておりますので、ご確認ください。
www.combi .co . jp/soudan/
after/manual_dvd.html

① 取り付け作業は、ドアの全開
操作が可能な、平らな場所で
行う。

1

② 車内の作業スペースを確保す
るため、前座席を倒したり、ス
ライドさせてから取り付ける。

① ②
車両ヘッドレスト

ISOFIXキャップをISOFIX取付金具に差し
込む。3

ISOFIX取付金具が車
両シートにかくれて見
えにくい場合は、付属の
ISOFIXキャップを使う
ことで、チャイルドシー
トを取り付けしやすく
なります。ただし、車両
シートによっては取り
付けるとベース背面と
車両背もたれのすき間
が大きくなる場合があ
ります。このような場
合は、使用せずに取り付
けてください。

ISOFIX キャップ

車両背もたれ

ISOFIX
取付金具

ISOFIXキャップ

②

コネクター調節レバー

①
警告

インジケーター（緑：ロック）③

車両によっては、しっかり押し込んでもベース背面と
車両背もたれとの間にすき間が生じる場合があります。

① 左右のコネクター調節レバーを押し上げながら、
② ベース背面が車両背もたれに接するまで強く押し込
み、手をはなす。

③ インジケーターがロック状態（「緑色」の表示が見え
る状態）になっていることを確認する。「緑色」であっ
ても可能な限り押し込むことで、しっかりと固定で
きます。

3 ① サポートレッグの長さ調節ボタンを押しながら、
② サポートレッグが車両床部に触れるまで伸ばす。
③ 長さ調節ボタンを離し、「カチッ」と音がするまで、さらにサポー
トレッグをのばす。

④ インジケーターがロック状態（「緑色」の表示が見える状態）になっ
ていることを確認する。

4

レッグエンド

カチッ

④

インジケーター
（緑：ロック）

①

②

長さ調節ボタン

③
サポートレッグ

本体は後向きと前向きの2通りの使用方法がありますが、ベースの取り付けかたは同じです。
① シートを取りはずす。（本体付属の取説
「シートの取りはずし、取り付けのしか
た」参照）

② サポートレッグを「カチッ」と音がするま
で引き出す。

③ ベース側面のコネクター調節レバーを押
し上げながら、

④ コネクターを最大まで引き出す。
※ 左右それぞれ作業を行ってください。

1
① ベースカバーを取扱説明書収納ポケットが内側に
なるように取り付ける。

② 左右のISOFIX取付金具に「カチッ」と音がするま
で、コネクターを差し込む。

③ インジケーターがロック状態（「緑色」の表示が見
える状態）になっていることを確認する。

2

コネクター

ISOFIX
取付金具

ベースカバー

取扱説明書
収納ポケット

カチッ

警告

インジケーター（緑：ロック）

①

②

③

サポートレッグ

②

コネクター調節レバー

コネクター

③
④

カチッ

必ずベースカバーを使用してください。警告

車両背もたれがリクライニングできる場合は、ベース背面とのすき
間ができるだけ小さくなるよう、角度を調節する。5

取り付けが終わったら、正しく取り付けら
れているか次のことを確認してください。
① インジケーターがロック状態（「緑色」の
表示が見える状態）になっていること。

② サポートレッグがしっかり車両床面に
接地するように長さが調節されている
こと。（無理に突っ張る必要はありませ
ん）車両シートとベースにすき間が発生
しないように調節する。

③ ベースを持ち、前後左右にゆすり、しっ
かり取り付けられていること。

 ご不明な点は当社コンシューマープラ
ザへお問い合わせください。

インジケーター（緑：ロック）

インジケーター（緑：ロック）

①

②

警告

警告

③②

①

②

レッグエンド

車両によってはシートのひじかけな
どがインジケーターを隠し、目視での
確認が困難な場合があります。
その際は、ISOFIX取付金具へコネ
クターを差し込み時に左右のコネク
ターが「カチッ」と音がするまで差し
込まれたことを確認してください。
その際にベースを持ち前方向に引っ
ぱり、ベースが動かず左右差による斜
め取り付けがなく、しっかり取り付け
られていることを確認した後に、②③
の完了チェックを行ってください。

① ベースの背面を片手で抑えつける。
② 片側ずつ2ndロック解除ボタンをしっかりつま
みながら、 

③ コネクター解除レバーをまっすぐ手前に引く。
④ インジケーターがロック解除（「緑色」の表示が見
えない状態）になっていることを確認する。 

3 ① ベース側面のコネクター調節レバーを押し上げ
ながら、

② コネクターを収納する。  
③ サポートレッグを「カチッ」と音がするまでゆっ
くり折りたたむ。

4

③
④

②

①

2ndロック
解除ボタン

コネクター
解除レバー

インジケーター
（緑：ロック） カチ

ッ

サポートレッグ

コネクター調節レバー

コネクター

③

②
カチッ

①

① シートを取りはずす。 
（本体付属の取説「シートの取りはずし、取り付け
のしかた」参照）  

② サポートレッグの長さ調節ボタンを押しながら、
③ サポートレッグを短くする。 

1 ① 左右のコネクター調節レバーを押し上げながら、
② ベースを手前に引く。2

③

② 長さ調節ボタン

サポートレッグ

②

②

コネクター調節レバー①

保管のしかた
取扱説明書
ご使用前に必ず本書を読み、十分ご理解の上、ベースカバー
の収納ポケットに保管してください。

廃棄のしかた
●  お住まいの各自治体の規程に従い処分、廃棄してくださ
い。

●  衝突事故や製品を落下させたときなど、1度でも強い衝
撃を受けたチャイルドシートは、外見上の破損がなくて
も絶対に使用しないでください。事故により処分する場
合は、本製品が再利用されないようにシートカバーなど
をはずして、廃棄してください。

製品を正しく安全にお使いいただくために
製品を正しく安全にお使いいただくための情報を、当社ホー
ムページでご案内しております。
下記のホームページをご覧ください。

www.combi.co.jp/soudan/after/
safetyinfo.html

『標準使用期間』について
本製品の『標準使用期間』は「新規購入後８年」です。
標準使用期間を経過した場合、材料の経年劣化により、本
来の性能を果たせず危険を招くおそれがあります。
不測の事態に備えてご使用をお控えください。
●  新規購入日を記録するために、販売店発行のレシート（領
収書）と取扱説明書を必ず保管してください。

●  標準使用期間内においても、使用方法や環境、保管条件
により故障する場合があり、この期間の品質を保証する
ものではありません。品質保証書に記載している「お買い
上げ日より１年間」の保証期間を過ぎた場合の修理は有償
となります。

● 標準使用期間を過ぎた製品の修理は、製品全体の安全性
の観点からお引き受けできません。

●  使用履歴が不明な製品の再利用はお控えください。

警告

注意

● 緊急時に同乗者の脱出のさまた
げになる座席には、チャイルド
シートを取り付けないでくださ
い。

●お子さまがチャイルドシートに
座っていないときでも、必ずコネ
クターで固定しておいてくださ
い。急ブレーキをかけたときなど、
車内に転がり、運転のさまたげと
なることがあります。

● 製品の改造や不当な修理をしな
いでください。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害が起こる可能性が想定される内容です

● 拘束や調節操作をする際、爪や付
け爪が巻き込まれる可能性があ
りますので、十分注意してくださ
い。

● 座席の表皮素材（革など）や形状によっては、座席に
傷や跡がつくおそれがあります。

● 衝突事故や製品を落下させたとき
など、1度でも強い衝撃を受けた
チャイルドシートは、外見上の破
損がなくても、絶対に使用しない
でください。

 側面

admcrm
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